
6月7日（木）13：00～17：30
6月8日（金）10：00～17：30

入場無料, 事前登録不要
会場 ： NTT京阪奈ビル（けいはんな学研都市)
URL:http://www.kecl.ntt.co.jp/openhouse/2007/
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- � -

NTTコミュニケーション科学基礎研究所

2007「オープンハウス×未来想論」へようこそ

NTT コミュニケーション科学基礎研究所（CS 研）では，恒例

のオープンハウスを皆様との交流の場「未来想論」として昨年刷

新し，今年はさらに進化させた「オープンハウス×未来想論」とし

て開催の運びとなりました． 最新の成果展示としてのオープンハ

ウスと，未来を想い論ずる場としての未来想論をかみ合せ，今ま

で以上に味わいのある場にしようという意気込みです． 当研究

所は，環境知能のコンセプトのもと科学技術の方向性を模索しな

がら，人間情報や社会情報などの研究と同時に，メディア処理，

知能情報処理などの工学的な研究を進める学際的でユニークな

研究所です．

ＣＳ研の話題の研究者による基調講演，大きなテーマ別の展

示，さらに各種テーマによる未来想論セッションなど，盛りだくさ

んに用意いたしております． 技術展開の速さに日々追われる昨

今ですが，ご来場の皆様には今後の技術に思いを巡らす機会と

してこの場を利用していただくのもいいのではないでしょうか． 是

非よくご覧いただき，ご質問，ご意見を積極的に当所員にぶつけ

ていただくと同時に， 一緒に熱く語り合っていただければ大変幸

いに存じます．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
所長 外村 佳伸

所長あいさつ
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■所長あいさつ

■会場案内・講演スケジュール

■所長講演

伝心伝和（でんしんでんわ） ～環境知能が拓くコミュニケーションの未来～

■フェロー講演

音を究め，音を楽しむ

未来を拓く暗号理論の研究

■研究状況講演

世界をリードする探索・音声・音響技術

「あたま」の仕組みと「きかい」の仕掛け

協調し創造する協創情報社会の実現に向けて

■未来想論（来場者との交流セッション）

実世界リアルタイムコンテンツ化 ～ s-room のコンセプトとそのビジネスモデル～

次の局面を迎えたユーザ生成コンテンツ ～ UGC2.0 を目指して～

近未来のネットワークセキュリティ ～量子情報処理とフォーマルメソッドへの期待～

人間科学が技術／社会を変える ～認知科学・心理学から工学への提言～

■テーマ展示

3つのルームで味わう環境知能 〜 t-Room,s-room,M-room〜

・電話の未来：ミライノデンワ

・実世界のモノとコトのリアルタイムコンテンツ化

・まっしゅるーむの世界２００７

・Web2.0 的 UGC ー Viscuit2.0

実世界コミュニケーションシーンの構造化・理解への挑戦 〜「いつ，どこで，だれが，なにを喋ったのか？」を捉える音声音響技術〜

・会議シーンにおける話者 indexing

・自動音声認識のための残響除去

世界のメディア自在に選んで賢く見る 〜通信・放送連携時代に向けた多言語メディア処理技術〜

・世界メディアブラウザ

・音メディアからの発話内容抽出

・統計的機械翻訳

・話し言葉を解析する技術

・情報爆発時代の機械学習技術

・言葉の意味を区別する技術

情報大洪水を知識に変える 〜膨大な情報を自在に操るマイニング技術〜

・複数オブジェクト追跡法

・イノベータの発見による情報検索とパーソナライゼーション

・購買順序を考慮したリコメンデーションシステム

・高速類似オブジェクト探索技術

・好みの商品を予測する技術

・知識共有サイトの投稿行動モデル

・遺伝子ネットワークシミュレータ

・大規模ネットワークデータの高速可視化手法

音楽や映像の次世代サーチに向けて 〜ノイズや変動に強い高速メディア探索アルゴリズム〜

・粗量子化エリア照合法によるロバスト映像探索

・自己類似度特徴を用いた 転調対応型音楽探索技術 SAME 法

超安心・安全の情報科学 〜量子情報処理とフォーマルメソッド〜

・情報破壊型量子通信プロトコルの提案

・量子による電子文書の封印

・超高速計算の実現と暗号の安全性

・匿名性のためのフォーマルメソッド

・知識論理を用いたプライバシの定式化

・フォーマルメソッドによる暗号学的匿名性検証

人間を知り、技術／社会を変革する 〜CS研における人間科学研究のこれまでとこれから〜

・“タッチパネルに手触りを付加する”触覚重畳装置

・“目が動いたときだけ見ることができる”情報提示装置

・視覚、聴覚、触覚の補完現象

・こどもの言語獲得研究

・テーブルトップ・コンピューティングにおける集団行動

・違和感を科学する ～止まっているエスカレータに乗るときのあの変な感じ～

・質感を見る脳の仕組みとその応用

・この唇を思いどおりに動かせますか？

■個別展示

・「データ圧縮」を駆使した賢いセンサーネットワーク

・良い音で伝えたい，永遠に残したい

■基調講演

電話の未来：ミライノデンワ

赤ちゃん心理学のススメ ～こころの発達とことばの獲得～
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6月7日（木）
所長講演 13:00～13:30

「伝心伝和
 ～環境知能が拓くコミュニケーションの未来～」
 外 村佳伸  

でんしんでん わ

研究状況講演 13:30～14:30
●「世界をリードする探索・音声・音響技術」
  牧 野昭二（メディア情報研究部長）

●「「あたま」の仕組みと「きかい」の仕掛け」
  前 田英作（人間情報研究部長）

●「協調し創造する協創情報社会の実現に向けて」
  上 田修功（協創情報研究部長）

基調講演 14:30～15:30

「電話の未来・ミライノデンワ」
 平田圭二（協創情報研究部主任研究員）

基調講演 13:40～14:40

「赤ちゃん心理学のススメ
 ～こころの発達とことばの獲得～」
 小 林哲生（協創情報研究部研究員）

フェロー講演 13:00～13:40

「音を究め、音を楽しむ」
 守谷健弘（守谷特別研究室長、NTTフェロー）

「未来を拓く暗号理論の研究」
 岡 本龍明
  （NTT情報流通プラットフォーム研究所 岡本特別研究室長、NTTフェロー）

研究状況講演 11:00～12:00
●「世界をリードする探索・音声・音響技術」
  牧野昭二（メディア情報研究部長）
●「「あたま」の仕組みと「きかい」の仕掛け」
  前 田英作（人間情報研究部長）

●「協調し創造する協創情報社会の実現に向けて」
  上 田修功（協創情報研究部長）

未来想論（来場者との交流セッション） 15:40～16:30

「実世界リアルタイムコンテンツ化」
 ～s-roomのコンセプトとそのビジネスモデル～

未来想論（来場者との交流セッション） 16:40～17:30

「次の局面を迎えたユーザ生成コンテンツ」
 ～UGC2.0を目指して～

未来想論（来場者との交流セッション） 14:50～15:50

「近未来のネットワークセキュリティ」
 ～量子情報処理とフォーマルメソッドへの期待～

未来想論（来場者との交流セッション） 16:00～17:30

「人間科学が技術/社会を変える」
 ～認知科学・心理学から工学への提言～

6月8日（金）

講演スケジュール

3つのルームで味わう環境知能
～t-Room,s-room,M-room～
・電話の未来：ミライノデンワ
・実世界のモノとコトのリアルタイムコンテンツ化
・まっしゅるーむの世界２００７
・Web2.0的UGCーViscuit2.0

実世界コミュニケーションシーンの構造化・理解への挑戦
～「いつ，どこで，だれが，なにを喋ったのか？」を捉える音声音響技術～
・会議シーンにおける話者indexing
・自動音声認識のための残響除去

世界のメディア自在に選んで賢く見る
～通信・放送連携時代に向けた多言語メディア処理技術～
・世界メディアブラウザ
・音メディアからの発話内容抽出
・統計的機械翻訳
・話し言葉を解析する技術
・情報爆発時代の機械学習技術
・言葉の意味を区別する技術

情報大洪水を知識に変える
～膨大な情報を自在に操るマイニング技術～
・複数オブジェクト追跡法
・イノベータの発見による情報検索とパーソナライゼーション
・購買順序を考慮したリコメンデーションシステム
・高速類似オブジェクト探索技術
・好みの商品を予測する技術
・知識共有サイトの投稿行動モデル
・遺伝子ネットワークシミュレータ
・大規模ネットワークデータの高速可視化手法

音楽や映像の次世代サーチに向けて
～ノイズや変動に強い高速メディア探索アルゴリズム～
・粗量子化エリア照合法によるロバスト映像探索
・自己類似度特徴を用いた 転調対応型音楽探索技術SAME法
・研究ロードマップの展示 ※

・技術紹介ビデオの上映 ※

超安心・安全の情報科学
～量子情報処理とフォーマルメソッド～
・情報破壊型量子通信プロトコルの提案
・量子による電子文書の封印
・超高速計算の実現と暗号の安全性
・匿名性のためのフォーマルメソッド
・知識論理を用いたプライバシの定式化
・フォーマルメソッドによる暗号学的匿名性検証

個別展示
・「データ圧縮」を駆使した賢いセンサーネットワーク
・良い音で伝えたい，永遠に残したい

人間を知り、技術／社会を変革する
～CS研における人間科学研究のこれまでとこれから～
・“タッチパネルに手触りを付加する”触覚重畳装置
・“目が動いたときだけ見ることができる”情報提示装置
・視覚、聴覚、触覚の補完現象
・こどもの言語獲得研究
・テーブルトップ・コンピューティングにおける集団行動
・違和感を科学する ～止まっているエスカレータに乗るときのあの変な感じ～
・質感を見る脳の仕組みとその応用
・この唇を思いどおりに動かせますか？

展 示

※これらの展示には冊子資料はございません。

3つのルームで味わう環境知能 世界のメディア自在に選んで賢く見る実世界コミュニケーションシーンの構造化・理解への挑戦

音楽や映像の次世代サーチに向けて

情報大洪水を知識に変える

人間を知り、技術／社会を変革する 個別展示超安心・安全の情報科学

1F3F
エレベーター

エレベーター

t-Room
s-room

M-room

環境知能
合同デモ

Viscuit

パネル報道パネル展示

エレベーター

休憩所
喫煙所

休憩所
書籍
コーナー

書籍
コーナー

受付

クローク

入口

3F 講演会場

未来想論会場
（講演中継会場）

講演中継
会場
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①

①

①

①

①

⑤

⑤

⑥

⑥

⑦

⑦ ⑦

⑧

⑧ ⑧

②

②

②

③

③

④

④

会場案内
講演スケジュール

会場案内
講演スケジュール
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Web 2.0 に代表されるようなネットワークの利用形態の進展に伴い， ネットワーク上の共通プ
ラットフォーム上で様々なアプリケーションが提供されるようになってきています．そこでは，多く
の個人情報や企業機密情報などがネットワーク上の様々なサイトに送信され処理されますが，
その場合，プライバシやセキュリティの保護が大きな問題となります．

つまり，個人情報や機密情報を保護したまま，いかに有用なアプリケーションを提供できるか
という問題が生じます．このような問題に答える技術が暗号です．現代の暗号は，単に情報を
秘匿するといった基本的な機能を超えて，情報の正当性を保証したり，情報を秘匿したまま計
算をするようなことを可能とすることで，上記のような問題を解決することができます．

例えば，検索／蓄積したい情報を秘匿したまま，データベースを検索／蓄積するというような
ことを可能とします．このような暗号理論は，数学，物理や計算機科学などの様々な理論の上
に構築されています．岡本特別研究室では，このような暗号理論の研究を進めており，私の講
演では，そこで行なわれている研究の一端を紹介いたします．

1976 年 東京大学工学部計数工学科卒業．1978 年 同大学院修士課程修了． 同年 日本電信電話公社に入社． 入社以来，計算機ネット
ワークアーキテクチャ，自然言語処理，情報セキュリティの研究・開発に従事．1989-90 年 カナダ Waterloo 大学 客員助教授，1994-95 年 米
国 AT&T Bell Laboratories 客員研究員．電子情報通信学会業績賞，小林記念特別賞，電気通信普及財団賞，科学技術庁長官賞，日
経 BP 賞受賞．著書：「暗号・ゼロ知識証明・数論」（共立出版），「現代暗号」（産業図書），「暗号と情報セキュリティ」（日経 BP 社）など．現在，
NTT 情報流通プラットフォーム研究所 岡本特別研究室長，NTTフェロー，京都大学大学院情報学研究科 客員教授，日本応用数理学会
会長，工学博士．

NTTフェロー
岡本 龍明

【プロフィール】

現代は長い歴史の中で，激しい情報通信革命，メディア流通革命の真只中にあると考えら
れています．音に関するものだけでも，携帯電話，インターネット電話，デジタル放送，携帯オ
ーディオプレーヤなどが日常生活に急速に浸透してきていますが，いずれも20 年前にはまった
く存在しなかったものばかりです．これらの新たなサービスや製品の実現のためには数多くの
技術開発の結集や標準化が大きな役割を果たしてきました．このうち特に音声や音楽のデジタ
ル信号処理や符号化の 40 年を超える息の長い研究成果の貢献について，エピソードも含め
て研究者の側から振りかえって紹介します．これらは先輩たちも含めた私たちの研究経歴その
ものでもあり，激しい技術競争の中でのささやかな成功と，その裏にある膨大な失敗や無駄が
浮き彫りになります．これらの教訓も生かし，現在，性能限界への挑戦や世界への普及に取り
組んでいる歪の生じないロスレス符号化技術を紹介します．さらに将来の課題として，使う立
場の人がより快適で豊かな品質を楽しめることを目標に，情報通信革命による成果をいかに有
効に利用して，どのように技術を発展させていくべきかを展望したいと思います．

昭53 東大・工・計数卒． 昭55 同大大学院修士課程了． 同年日本電信電話公社入社．以来，音声音響信号の符号化の研究開発，標準化に従事． 
平成元年工博． 同年 AT&T ベル研究所客員研究員．全国発明特許庁長官賞，電波産業会郵政大臣賞，電子情報通信学会業績賞 2 回，
小林記念特別賞，論文賞，学術奨励賞，日本音響学会技術開発賞 2 回，粟屋奨励賞，情報処理学会論文賞，標準化貢献賞，日経 BP 技術賞，
電気通信普及財団賞 3 回，NTT 社長表彰 3 回受賞．著書“音声符号化”電子情報通信学会．現在，NTTコミュニケーション科学基礎研究所
守谷特別研究室長．IEEE Fellow．

NTTフェロー
守谷 健弘

【プロフィール】

■未来を拓く暗号理論の研究

■音を究め，音を楽しむ

フェロー講演

でんしんでんわ

ブロードバンド，インターネットを前提にした激しい技術革新が続く昨今，電信電話サービス

の会社ＮＴＴは，次世代ネットワークに向けて大きく舵取りをしつつあります．私たちはＮＴＴの

基本サービス理念はコミュニケーション環境の提供であると考え，ネットワーク以外も含めて将

来のコミュニケーション環境のあり方を考え，提示し，先端を走らなければならないと考えていま

す． 今も昔も，コミュニケーションの根源は心を伝えることにあり，特に今後ますます人のつなが

りに資する環境が求められることを考え，私たちは「電信電話」から転じて「伝心伝和」を根幹

の目標として掲げています．

一方で，便利さと経済原理に偏重し，当座の視野に陥りがちな従来の技術開発を反省し，

今後はより広い視野で，長期的な視点に立った Quality Of Life をめざすべきであると考え

ています．その環境では，人自身および様々な知恵が活かされるべきであり，環境自身のみなら

ず，考え方，技術，実現過程等を総称して「環境知能」と呼んでいます． この観点から，私た

ちのめざすコミュニケーション環境では，人間性およびさりげない日常コミュニケーションを大事

にすることが重要だと考えています． このためには，人間をとりまく様々な情況を含む「場」を前

提とするコミュニケーション環境により，従来意識されてこなかった情報まで含めて伝え，共有

することが，さりげない中で心を伝え，和を広げることになるでしょう．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
所長 外村 佳伸

■伝心伝和 ～環境知能が拓くコミュニケーションの未来～

所長講演

1981 年日本電信電話公社（現 NTT）入社． 以来，主に画像・映像を中心とした情報処理，インタラクティブ・メディアに関する研究，さらに
ブロードバンド・サービスに関する研究開発に従事． 1987 〜 1988 年米国ＭＩＴメディア研究所客員研究員． 現在，ＮＴＴコミュニケーショ
ン科学基礎研究所所長． 博士（情報学）． 

【プロフィール】
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メディア情報研究部は，人間のように物を見たり，音や声を聞いたり，人と話すことができる

コンピュータを実現することにより，生活を豊かにすることを目指して研究を進めています．特

に，メディア情報の高速で高精度かつロバストな探索，音声強調技術と音声モデルの高度化

による実環境での音声認識について重点的に研究しています．講演では，雑音や信号の歪

みに強いロバストメディア探索技術，雑音や残響を含む音の中から，聞きたい音声を特定し高

品質化（音声強調）するブラインド音声強調技術，および，自然に発話された音声を認識する，

高速・高精度な話し言葉音声認識技術について，ご紹介致します．

1981 年 東北大学大学院修士課程修了． 同年日本電信電話公社入社． 以来，NTT 研究所において，電気音響変換器，音響エコーキャ
ンセラ，ブラインド音源分離などの音響信号処理の研究に従事． NTT 社長表彰． 日本音響学会技術開発賞． 電子情報通信学会業績賞．
ICA Unsupervised Learning Pioneer Award．IEEE Fellow． 北海道大学大学院情報科学研究科客員教授． 工博． 

メディア情報研究部長
牧野 昭二

■世界をリードする探索・音声・音響技術

【プロフィール】

人間情報研究部では，人間の知覚，理解の仕組みを探る「あたま」の研究と，人間を操る，あ

るいは人間が操る「きかい」の研究を行っています． 「あたま」の仕組みは，多様な感覚，知覚

の情報処理と運動，行動の制御とを含めた総合システムとして理解されなければなりません．ま

た，「きかい」の仕掛けとは，人間の知覚特性を利用したインタフェース装置や，セキュリティなど

社会的要請を考慮にいれた計算システムのことを指します．その意味で，私たちの研究は，単な

る脳機能の研究でもなく，単なる装置や計算機の研究でもありません．頭と機械の研究は， 「あた

ま」と「きかい」の世界へ踏み出そうとしているのです．本講演では，人間情報研究部における最

近１， ２年の研究成果を中心に「あたま」と「きかい」に関する最先端研究の一端をご披露したい

と思います．

1984 年東京大学理学部生物学科卒，1986 年同大理学系大学院修士課程修了．同年日本電信電話（株）入社．1995-6 年英国ケンブ
リッジ大学客員研究員．神経生理学，パターン認識，統計機械学習，自然言語処理，環境知能などの研究ならびに研究統括に従事．
著書に「わかりやすいパターン認識」（1998 年オーム社，共著），「コミュニケーションを科学する」（2002 年 NTT出版，共著）．情報処
理学会創立 45 周年記念論文優秀論文賞受賞．大阪大学大学院情報科学研究科招聘教授．工学博士． 

人間情報研究部長
前田 英作

■「あたま」の仕組みと「きかい」の仕掛け

【プロフィール】

研究状況講演

協創情報研究部では，人間を超える知能を創出可能な計算機の実現と，それを土台とす

る新たなコミュニケーション環境の提供を目指し，計算機科学のみならず，社会学，心理学を

含めた学際的なアプローチで研究を進めています．

また，多地点間で“同室感”を実現する t-Room システム，および，センサネットワーク環境で

起きた“デキゴト”を自動的にインデキシングし，環境を理解する s-room システムの研究開発

等，社会に貢献できる新たな情報通信基盤の構築も行っています．

本講演では，これらの研究テーマに関し，最近の研究成果の概要についてご紹介致します．

昭和 57 年 阪大・工・通信卒，59 年 同大学院修士課程了．同年日本電信電話公社（現 NTT）入社．以来，画像処理，パターン認識，統
計的学習理論，データマイニングの研究に従事．平成 5 年米国 Purdue 大学客員研究員．電気通信普及財団賞（平成 9，18 年），電子情
報通信学会論文賞（平成 12，14 年），等受賞．著書 :よくわかるパターン認識（オーム社，共著），統計科学のフロンティア 計算統計 I（岩波
書店，共著）ほか．NAIST 客員教授．理研 非常勤研究員．博士（工学）．

協創情報研究部長
上田 修功

■協調し創造する協創情報社会の実現に向けて

【プロフィール】

研究状況講演
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■実世界リアルタイムコンテンツ化 ～s-roomのコンセプトとそのビジネスモデル～

明確なあるいは有効な出口が見つからないまま盛んに研究されてきたユビキタスコンピューティング．その一方で，Google は，
情報の取り扱い方の概念を根本的に変革し，ネットにおけるビジネスモデルを広告に置くことによりかつてない成長を遂げています． 
未来想論では，ユビキタスコンピューティングを，実世界情報をネットのコンテンツとする「プリプロセッサ」と捉えることにより，研究
としての幅が広がるばかりでなく，新たなビジネスの荒野が開ける可能性を示唆したいと思います．そのため，s-roomと呼ばれる
プロジェクトで研究開発した要素・基盤技術とアプリケーションを紹介し，そのビジネスモデルについて提案させていただき，NTT
グループ企業の新規ビジネスを模索している方たちに議論の場を提供したいと考えております．

講演者／岡留 剛（おかどめ たけし）
協創情報研究部 環境セマンティクス研究グループリーダ
1988 年に東京大学大学院情報科学科博士課程終了，同年 NTT 基礎研究所入所．博士（理学）．実世界セマンティックス，ユビキタスコ
ンピューティングに興味を持つ．ACM, 情報処理学会，日本認知科学会会員，情報処理学会関西支部幹事，大阪大学大学院情報科学研
究科招聘教授，奈良先端科学技術大学院情報科学研究科客員教授，京都大学大学院情報学研究科連携教授．

■次の局面を迎えたユーザ生成コンテンツ ～UGC2.0 を目指して～

これまで，文書，写真，動画が主だったユーザ生成コンテンツ UGC は，うごうごブログ（http://ugougoblog.com/）の登
場により， Web 上で制作するアニメーションといった未知の領域に向かっています． 

このパネルディスカッションでは，まず，うごうごブログプロデューサ佐野氏にその狙いと現状についてお話していただいて，そ
のベースとなった技術ビスケットの考案者である原田が次に狙っている段階を語ります．その後，観客を巻き込んで作品が爆発
的に発展するメディアアート：カンブリアン・ゲームの作者である，安斎氏，中村氏に，まったく自由な立場から，このプロジェクト
を一刀両断していただきます．

なお，本テーマに関連した展示を行っております（P17 参照）．

パネリスト／安斎 利洋（あんざい としひろ）
システムアーティスト
1956 年 東京生まれ . MANDELNET（1986），連画（1992–），カンブリアンゲーム（2002–）などの，ネットワークアートプロジェクト． 
SuperTableau（1986），マジックケプラー（1998）などのペイントシステム．Ramblers（1993），遺伝的絵画（2004）などのアルゴリズム作品．
人間と人間，機械と機械，人間と機械の相互作用によって，いままでにない新しい形や概念が生まれてくる不思議に迫りたくて，仕事をしている． 
http://www.renga.com/anzai/

パネリスト／中村 理恵子（なかむら りえこ）
アーティスト
武蔵野美術大学卒，商用パソコン通信会社でコンテンツ企画を経て，1992 年 –，コラボレーッテッド・アート「連画」発表．
2005 年 –，「連画」の進化系「カンブリアン・ ゲーム」を愛知万博に出展．現在，アナログ，デジタルが同居した情報空間をキャ
ンバスにみたてて制作をつづけている .
http://rieko.jp

パネリスト／佐野 恵利子（さの えりこ）
NTT 第三部門
1960 年 東京生まれ． 1988 年 3 月 お茶の水女子大学 大学院 理学研究科 修士課程修了．同年 日本電信電話株式会社 NTT 基礎研究所．現在，
NTT 第三部門で，研究所の成果を事業化するプロデュース業務に従事．Viscuit の技術を核に，ターゲットをブロガーに絞り，うごうごブログサービスを構築，
2006 年 10 月よりトライアルを開始．現在のご利用ユーザは，ハイティーンから80 代までと幅広く，また，100 万 PV/ 月を達成するなど，UGC2.0 の分野に，
NTT 技術で，新風を吹き込んでいる．絵を「描き公開する」ことから，「観る」，「つながる」をキーワードに，サイトの活性化に日々 取り組んでいる．博士（工学）．

パネリスト／原田 康徳（はらだ やすのり）
メディア情報研究部主任研究員
1963 年北海道生まれ．1992 年 北海道大学大学院情報工学専攻修了．同年 日本電信電話株式会社 NTT 基礎研究所入社以来，変
わったインタフェース，プログラミング言語の研究を行い，2003 年にその集大成である Viscuit（ビスケット）を発明する．1998 年〜 2001 年
JSTさきがけ研究員，2004 年〜 2006 年 IPA 未踏ソフトウェアプロジェクトマネージャ兼務．博士（工学）．

Photo by 遊佐辰也

Photo by 遊佐辰也

イラスト るじるし

未来想論
（来場者との交流セッション）

■近未来のネットワークセキュリティ ～量子情報処理とフォーマルメソッドへの期待～

安全・安心な通信や情報処理のためには，安全な暗号とセキュリティプロトコルが必須です．そのため，情報基礎理論研究
グループでは，前者に対し，無条件安全な暗号や電子署名を目指して量子情報処理を用いた研究を，後者に対し，セキュリテ
ィプロトコルを厳密に検証するフォーマルメソッドの研究を進めて参りました．

この方向は正しいのでしょうか．また，どのような期待や批判があるのでしょうか．この未来想論では，情報基礎理論研究グ
ループで行っている研究を簡単に紹介した後 , 暗号理論研究の第一人者である NTT フェロー岡本龍明より, 暗号理論の現
状と未来像を軸に，量子情報処理やフォーマルメソッドへの期待，批判について，セキュリティ理論を専門としない方々にも理
解できるような講演を予定しております．

この未来想論を通して，近未来のネットワークセキュリティについて，皆様と一緒に考えていきたいと思います．

講演者／岡本 龍明（おかもと たつあき）
NTT 情報流通プラットフォーム研究所 岡本特別研究室長，NTTフェロー
1976 年 東京大学工学部計数工学科卒業．1978 年 同大学院修士課程修了．同年 日本電信電話公社に入社．入社以来，計算機ネットワークア
ーキテクチャ，自然言語処理，情報セキュリティの研究・開発に従事．1989-90 年 カナダ Waterloo大学 客員助教授．1994-95 年 米国 AT&T 
Bell Laboratories 客員研究員．電子情報通信学会業績賞，小林記念特別賞，電気通信普及財団賞，科学技術庁長官賞，日経 BP 賞受賞． 
著書：「暗号・ゼロ知識証明・数論」（共立出版），「現代暗号」（産業図書），「暗号と情報セキュリティ」（日経 BP 社）など．京都大学大学院情報学
研究科 客員教授，日本応用数理学会会長，工学博士．

講演者／真鍋 義文（まなべ よしふみ）
人間情報研究部 情報基礎理論研究グループリーダ
1983 年大阪大学基礎工学部情報工学科卒業．1985 年同大学院修士課程修了．同年日本電信電話株式会社入社．入社以来，分散ア
ルゴリズム，暗号理論，グラフ理論，オープンソースソフトウェア等の研究に従事．1994-95 年米国 Johns Hopkins 大学客員研究員．京都
大学大学院情報学研究科社会情報学専攻客員准教授．ＡＣＭ，ＩＥＥＥ，電子情報通信学会，情報処理学会会員．博士（工学）．

■人間科学が技術／社会を変える ～認知科学・心理学から工学への提言～

私たちは，ともすれば「人の心は可塑的（“タブラ・ラサ”）であり，任意の技術や社会制度を導入さえすればいかようにも人の
心を改変でき，幸福な社会を実現させることができる」という思考に陥ってしまいがちです． 

しかし，そのような考え方は必ずしも正しくないことが近年の人間科学研究から明らかにされつつあります．つまり，人々の心
は完全には可塑的ではなく，進化の過程で獲得されてきた心のプログラムがあり，そこから逸脱した知覚や行動はとることが難
しいと考えられています．この事実を鑑みるに，私たちのあるべき未来を語るためには人間の本性（human nature）を理解し，
それに沿った 技術／社会を作り上げていく必要があります．

この観点から，学術界の研究や CS 研で行われてきた研究を紹介しつつ，人間科学と工学を横断して今後我々が行うべき
研究分野についてみなさまと議論したいと思います．

パネリスト／松田 昌史（まつだ まさふみ）
協創情報研究部研究員
2004 年 北海道大学 Ph.D．社会心理学専門．対人関係
における信頼，CSCW システムにおける集団行動に関す
る研究を行う．2006 年 電子情報通信学会ヒューマンコミ
ュニケーション賞受賞．

パネリスト／小林 哲生（こばやし てっせい）
協創情報研究部研究員
2004 年 東京大学 Ph.D. 専門は心理学．乳幼児の認知発達／言語獲得，チンパンジーやゾウの認知能力の進化，性的魅力に関する進化心理
学的研究を行う．著書に「モバイル社会の現状と行方」（2007 年 NTT 出版），訳書に「脳は絵をどのように理解するか」（1998 年 新曜社），「動物
のこころを探る」（1999 年 新曜社），「乳児の世界」（2004 年 ミネルヴァ書房）．

指定討論者／亀田 達也（かめだ たつや）
北海道大学大学院文学研究科 教授．
1989 年 イリノイ大学 Ph.D．社会心理学専攻．進化ゲーム・シミュレーションと実験を用い，社会行動や認知に関する理論研究を行う．著書に

「合議の知を求めて」（1997 年共立出版），「複雑さに挑む社会心理学：適応エージェントとしての人間」（2000 年有斐閣），「進化ゲームとその
展開」（2002 年共立出版）など．2006 年日本心理学会国際賞（奨励賞）受賞ほか．

パネリスト／柏野 牧夫（かしの まきお）
人間情報研究部 感覚運動研究グループリーダ
2000 年 東京大学 Ph.D. 認知脳科学専門．聴覚や音声コミ
ュニケーションの脳内メカニズムの研究を行う．著書に「脳科学
大事典」（2000 年朝倉書店，共著）ほか．科学技術振興機構 
ERATO 下條潜在脳機能プロジェクト・グループ リーダ，および
東京工業大学大学院総合理工学研究科・連携教授を兼務．

未来想論
（来場者との交流セッション）
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で 40 年以上続くが，その後，より広範で庶民的な利用法，

つまり社交的な会話があることをユーザが発見していく．

その他の電子メール，携帯電話，インターネット（例えば

MOSAIC ブラウザ）などのメディアでも，発明された後に，

発明者だけでなく他の開発者やユーザが共同してその「本

来」の使い道（つまり庶民的な使い方）を発見していく過程が

生じている．

t-Room をよろしくお願いします

とりあえず t-Room は発明されたが，本来の用途はまだ発

見されていないのだろうと思う．t-Room が本当に未来の電

話になるかどうか誰も知る由もないが，筆者らは我々自身で

用途発見の努力を続ける一方，皆様が t-Room に興味を

持ち本来の用途を発見して下さるようにも努めたい．そのた

めに我々が目指している方向性を述べる．

（1）汎用性

電話が電話であるためには汎用でなければならな

い．多目的に活用できる基本的な機能だけを精選して

t-Room に取り込み，それらを柔軟に組み合わせることが

できる環境をユーザに提供する．1980 年代に専用マシン

の全盛時代があり，「何も得意な処理がないマシンを汎用

マシンと呼ぶ」とまで言われたこともあった．しかしそれは

非力なハードウェアと効率の悪いソフトウェア開発環境とい

う前提条件のもとでのソリューションを追求した結果であっ

た．現在は富豪的プログラミングの時代である［5］．あらゆ

る種類のコミュニケーションを支援する電話が実現できる

状況は整っていると考える．また汎用であると同時に，既

存メディアとの整合性も考慮したい．

（2）24時間常時オンライン

t-Room を日常生活の中で皆様に使っていただくシステ

ムに仕上げるには，まず開発者自らが日常生活の一部に

なるまで使い込んで日々改良していかなければならない．

そういうものこそ UNIX のように一般に普及した後も永く使

われることになるだろう．実際に私たちは t-Room を使っ

て過去 2 年間ほぼ毎週のように打ち合わせを実施してい

るが，週 40 時間勤務として，t-Room 滞在率は 10%程

度にすぎない．これを 1 年以内に 50%まで引上げることが

目標である．

（3）コスト低廉化

t-Room 導 入 時 の 障 壁を下 げるため，小 型 廉 価

版 t-Room の 開 発 や 携 帯 電 話 や Web ブラウザから

t-Room の提供する時空間への安価なアクセスを考えて

いる．現在は富豪的プログラミングの時代であるが，同時

に「mottainai」の時代でもある．価格を下げることは，

t-Room の新たな利用方法の発見につながるだけでなく，

消費電力や重量の低減にもつながることが期待され，これ

がさらに新たな利用方法の発見にもつながるであろう．

私どもは皆様と一緒に未来の電話について真剣に議論

し作りあげていきたいと思っています．

ひらた けいじ
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基調講演

電話から t-Room へ

一口に「電話」と言っても，単なる会話の道具，人を結び

つけるメディア，そして自分の分身などと，いろいろな役割や

意味を持っており，我々はもはや電話なしの生活，文化，社

会を考えることができない．電話の未来はこれからも様々に

発展，変容するだろう．私どもはその未来の電話の 1 つを提

案したいと思っている．

電話とは，声や音に何の加工や処理もせず（少なくともユ

ーザはそう思っている）遠方に送り届ける無色透明なメディア

であり，無色透明であるが故に電話は広範な用途を持ち，

他の道具やメディアと容易に組み合わせることができる．これ

に対し現在筆者らが研究開発中の t-Room は，地理的，

時間的に離れた複数のユーザに音だけでなく画像情報も共

有する部屋サイズの空間を提供するメディアである（図 1）．

t-Room 内の複数のユーザがあたかも同じ部屋に居てコミュ

ニケーションしているような感覚を同室感と呼び，同室感のあ

る空間の上に様々なコミュニケーションサービスを創出・展開

しようと考えている．

これまでの電話（携帯電話）と t-Room のアプローチの対

比を図 2 に示す．これまでの電話が小型・安価・個人を指

向していたのに対し，大型・（安価・）グループを指向した「電

話」がようやく現実的になりつつあるのではないかと考えてい

る．詳細については，文献［2,3］や Web ページ［6］等をご

覧いただきたい．

本来の使い方の発見

我々は t-Room を通じて社会的インタラクション活性化に

貢献しようと考えている．ドナルド・ノーマンは「エモーショナ

ルデザイン」［1］ の中で「成功する製品の正確な予測は不

可能だとしても，はっきりしているのは，ほとんどいつも成功を

保証されたカテゴリが 1 つあるということだ．それは社会的イ

ンタラクションである」と述べ，その例として郵便，電話，電

子メール，携帯電話，インターネット，マスコミなどのメディアを

挙げている．しかし最初に発明した人は自分が発明した物

の価値や意味を正しく理解していなかったらしい．では，ノー

マンが挙げた製品はどのようにして本来の社会的インタラクシ

ョンに寄与するような使われ方をするようになったのだろうか．

電話の場合を見てみよう．ベルは 1876 年に電話を発明

するが，当初，米国の電話会社はその広告の中で，ビジネ

スの公式発表，発注や警告，サービス要請等のビジネス利

用を勧め，実用性の高さや緊急時に役立つことを強調して

いた［4］．これは，電話がそれ以前に普及していた電信から

派生した機械であり，電話で社交的な会話をするという行為

自体が当時の電話会社の技術理解にそぐわなかったからで

ある．ここで社交的な会話というのは，例えば親戚や子供ど

うしの長電話や世間話など，非手段的で個人的な関係の

創出・発展・維持に寄与するようなものを指す．このように限

られた利用法をユーザに教育指導する状況が 1920 年代ま

電話の未来：ミライノデンワ

協創情報研究部主任研究員

平田 圭二

図1 t-Roomで打合せをしている様子

PC

i-mode Web

t-Room

OS

図2 これまでの電話からt-Roomへ
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１年頃には母国語の音声特徴に特化した知覚能力がほ

ぼ達成される．次に，知覚された音声表象を，概念や知識

と結びつけ，語彙が獲得される．一般には 12 ヶ月頃から

初語が出始め，18 ヶ月頃を過ぎると語彙獲得が急速に進む

（語彙爆発 vocabulary spurt）．さらに，この頃から二

語文発話が出始め，覚えた語彙をある一定の規則で連結

させていき，文法らしきものが誕生する．

こうした音声・語彙・文法の各言語機能の発達過程は

驚くほど複雑であり，まずはどんな機能（what）が，いつ

(when)，どのように (how)，発達するのかを突き止める必

要がある．私たちのグループでは，(1) 心理学的行動実験，

（2）親子会話を長期間録音したデータベースの解析，（3）

語彙チェックリスト，（4）ウェブサイトを通じた日誌法，（5）日英

の言語間比較研究，（6）計算論的アプローチなどの，様々

な手法を用いて，言語獲得研究を多角的かつ総合的に進

めている．これまでの研究成果により，音声知覚や語彙獲

得の普遍性と特異性が徐々に明らかになりつつある．これ

らの知見に基づき，言語獲得モデルの構築を，現在めざし

ている（詳細は個別展示にて）．

未来への第一歩

赤ちゃん心理学の発展により，心の発達と言語獲得過

程がより明らかになれば，それらの知見をもとに，育児や知

育への支援が可能となる．例えば，核知識の発達過程に

関する知見を土台にして，こどもの発達を緩やかに後押し

する知育支援システムを開発することができる．こうした取り

組みの一環として，私たちは，NHK 教育テレビの赤ちゃん

向け番組「いないいないばぁっ！」（月〜金，午前 8:15-8:30）

にて，数と物体の核知識を意識した映像コンテンツを制作

し，2 年前から継続的に放映している．このコンテンツでは，

彼らの理解レベルの範囲内で数や物体への知的好奇心を

促進させ，親子間のコミュニケーションを促進する狙いがあ

る．だが公共放送は幅広い年齢層のこどもが対象となるた

め，発達段階に応じた知育支援を考える際には不向きでも

あり，今後はウェブを利用した月齢別映像配信なども視野

に入れている．

また，赤ちゃんの言語獲得は，研究者だけでなく，養育

者にとっても興味のある情報である．赤ちゃんがいつ，どん

なことばを覚えるのかという情報は，そのまま育児支援につ

ながるように思われる．そこで私たちは，育児支援サイトの

goo ベビー（NTTレゾナント）と連携して，日本全国の多

くの方に，こどもが覚えた単語を随時記録・投稿してもらっ

ている．今後はそのデータを集積･解析して，「こども語辞

書」をサイト上に構築しようと考えている．この大規模かつ

縦断的な語彙獲得データは，育児支援として機能するの

はもちろん，貴重な学術資料ともなるだろう．そして将来的

には，自閉症や言語発達遅滞などの発達障害のスクリーニ

ングや，その支援にもつなげたいと考えている．また，こども

語辞書のデータを利用すれば，発達段階に応じた音声対

話システムの実現も近い将来可能になるかもしれない．

このように，赤ちゃん心理学で得られた知見は，育児

や知育などの新しいサービスへのアイディアや素材を提供

し，さらには情報通信技術の研究開発と連携することで，

安心・安全な育児環境の実現に大きく貢献できる可能性を

秘めている．ＣＳ研では，今後も赤ちゃん心理学に注目し，

やさしいまなざしで赤ちゃんと親を見守っていきたいと考え

ている．

こばやし てっせい

基調講演

赤ちゃん心理学

近年，赤ちゃん学（baby science）が話題となっている．

これは，赤ちゃんを研究対象とした医学や心理学，脳科

学，ロボット工学，霊長類学などの複合領域のことを指す．

赤ちゃん学では，赤ちゃんそのものをサイエンスすると同時

に，育児や医療，教育などの支援を視野に入れた応用的

研究も積極的に行っている．少子化が進み，育児不安やス

トレスが蔓延する現代日本社会で，この赤ちゃん学への期

待はますます高くなりつつある．

その中でも，赤ちゃん心理学（正式には，乳幼児心理

学 infant psychology）はこれまで中心的な役割を果たし

てきた．心理学とは，感覚や知覚，認知，記憶，言語，思

考，感情など，心（つまり，脳）で生じると考えられるあらゆる

ものを研究対象とする．この立場は，赤ちゃん心理学でも

同様である．だが，赤ちゃんの心は発達途上にあり，非常

に混沌としている．その上，言語的教示ができないために，

研究手段も非常に限られる．こうした研究上の難しさから，

研究の進展が遅かったのも事実である．

とはいえ，ここ１０年で，赤ちゃん心理学は大きく前進し

た．それは，方法論が徐々に確立され，多くの研究者が参

入するようになったからである．そして，赤ちゃん心理学は，

「心の起源」や「人間のルーツ」を知る上でも貴重な知見を

提供するため，人間科学という大きな枠組みの中で重要な

分野と見なされるようになってきている．

こころの発達

心理学では，長い間，赤ちゃんの心を「タブラ・ラサ（白

紙）」の状態と仮定する立場（行動主義やピアジェ理論，サ

ピア・ウォーフ説など）が主流だった．だが最近の研究から，

赤ちゃんは非常に幼い時期から，ある特定の知識を獲得し

ていることが徐々にわかってきた．

例えば，赤ちゃんは数がわかる．人形劇の舞台上で

人形を出し入れして，簡単な計算場面を作り出す．その

際に，赤ちゃんの注視時間を測定すると，正しい計算場

面（1+1=2，2-1=1）よりも間 違った計 算 場 面（1+1=1，

2-1=2）を見た場合に，注視時間が増大する．これは，赤

ちゃんが初歩的計算を理解していることを意味している．

赤ちゃんはまた，物理法則も理解している．物体同士はお

互い通り抜けることはなく，衝突した場合は一方がもう一方

を動かすことを理解している．もしこうした法則に違反する

場面を見た場合は，赤ちゃんの注視時間は増大する．

こうした数（number）や物体 (object) に対する知識は，

空間 (space) や動作（action）に対する知識とともに，核知

識（core knowledge）と呼ばれている．これは，領域固有

の知識と考えられており，発達初期にはお互い独立して働

いている．そのため，数と空間の処理が同時に要求される

課題には，赤ちゃんはまだうまく対応できないという制約もあ

る．つまり，大人の知識のような柔軟性はまだないが，それ

らの萌芽的な知識は赤ちゃんにも備わっている。また，この

核知識は，進化的に近縁な霊長類においても共有されて

いることがわかっており，系統発生的な連続性が仮定され

ている．さらに脳画像研究の進展から，核知識と脳機能の

対応性も徐々に明らかになりつつある．

このように，赤ちゃんの心には核知識が存在し，白紙の

状態ではない．赤ちゃんはまだ心の内容を言語で表現でき

ないが，まわりの世界のことをある程度は知っている．こう

した核知識を基礎として，赤ちゃんは，環境との相互作用

を通じて，徐々に高度な認知能力を洗練させていくのであ

る．

ことばの獲得

人間は言語を操る唯一の動物であり，その言語を赤ちゃ

んがどのように獲得するかを解明することは，赤ちゃん心理

学の最重要課題である．だが，言語獲得過程を明らかに

するのは非常に難しく，依然として不明な点が多い．

赤ちゃんが言語を獲得するには，まず入力される母国語

音声からある一定の特徴を抽出して正確に知覚する必要

がある．こうした能力は，生後間もなく調整が始まり，生後

赤ちゃん心理学のススメ ～こころの発達とことばの獲得～
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